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平
成
28
事
業
年
度
は
第
３
期
中
期

目
標
・
中
期
計
画
（
平
成
28
事
業
年
度
〜

平
成
33
事
業
年
度
）
の
初
年
度
に
あ
た
り
、

自
己
収
入
の
確
保
、
予
算
の
効
率
的
執

行
に
努
め
た
結
果
、
経
常
収
益
が
３
．

９
億
円
増
加
、
経
常
費
用
が
０
．３
億

円
減
少
す
る
等
、
良
好
な
財
務
状
態
を

維
持
し
、
順
調
に
第
3
期
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
を

支
え
る
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
で
安
定
し
た
経
営
を

行
う
た
め
に
は
、
更
な
る
経
費
の
節
減
、

自
己
収
入
の
増
加
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
研
究
資
金
の
確

保
及
び
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
努
め
る

と
と
も
に
「
知
を
創
り
、
地
域
に
生
き
、

世
界
に
は
ば
た
く
徳
島
大
学
」
と
し
て
、

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
及
び
診
療
の

各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
充
実
と
不
断

の
見
直
し
・
改
善
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当期総利益・目的積立金の推移

当期総利益 （     うち目的積立金） 　国立大学法人は、原則として企業会計に基づき会計処理を行いますが、公共的な
性格を有していること、利益の獲得を目的としないこと、独立採算制を前提としないこ
と、補助金（運営費交付金）を受けて事業を実施する法人であることなどから、損益均
衡の原理が会計制度の基本となっています。一方で、経費の節減、自己収入の増加
など経営努力を行った際には利益が生じることになり、当期総利益のうち文部科学
大臣の承認を受けた額については目的積立金として積み立てられ、翌事業年度への
繰越及び使用が可能となります。
　この目的積立金は、徳島大学の中期計画で定めた使途に充てることができ、「決
算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向上及び組織運営の改善
に充てる」と定めています。平成24事業年度～26事業年度に発生した目的積立金
については、当初の計画どおり平成27事業年度に病院外来診療棟新営事業等に
全額充当しています。なお、平成28事業年度は目的積立金として申請するものはあり
ません。

【目的積立金の概略】
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平成 28事業年度における教育・研究活動及び診療活動等の取組

【生物資源産業学部創薬・
医療機器開発施設の開所】
平成28事業年度 支出額 約1,000万円
　平成28年7月、生物資源産業学部農場に、創薬・医療機器開発施設を開所
しました。
　本施設は、疾患モデルブタの作製及び飼育のためのクリーン飼育設備、作製
した疾患モデルブタの検査設備、胚移植・実験や外科手術トレーニングを行うた
めの簡易手術設備などを備えた、我が国においても有数の疾患モデルブタ作製
施設であり、本学の医歯薬学研究部や先端酵素学研究所を始め、他大学とも
連携することで、世界トップレベルの教育研究拠点創出を目指しています。

【インテリジェント手術室の新設】
平成28事業年度 支出額 約9,200万円
　平成29年3月に手術室の改修を行い、内視鏡外科手術で用いる複数の機
器の操作を一元的に統合し、術者がタッチパネルで手術台、内視鏡機器、並び
に照明機器を操作でき、かつ演出LED照明、高精細4K55インチのモニターを
備えたインテリジェント手術室を導入しました。術者がタッチパネルで操作できる
手術台の導入は日本初、また、4K3D天吊りモニター、医療・映像操作システム、
面発光LED照明、演出照明、無影灯連携の導入は四国初となります。進化した
インテリジェント手術室では、より精密・的確な手術を行うことが可能となり、手術
時間が短縮できるなど、患者さんの負担軽減を図れます。

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
自
分
や
他
者
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
発
言
内
容
は
例
外
扱

い
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

学
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
場
所

が
あ
り
ま
す
し
、
身
近
な
人
に
相
談
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
相
談
場
所
の
1

つ
と
お
考
え
い
た
だ
き
、
気
軽
に
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

徳
島
大
学
で
の
皆
様
の
日
々
の
生
活

が
、
よ
り
快
適
な
も
の
に
な
り
、
皆
様

が
自
己
実
現
に
近
づ
き
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
果
た
せ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
少
し

で
も
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
何

か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
総
合
相
談
部

門
を
利
用
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
ま
し

た
ら
、
ど
う
ぞ
、
総
合
相
談
部
門
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
度
が
始
ま
り
、
半
年
が
経
ち
ま

し
た
。
1
年
生
の
皆
様
を
は
じ
め
、
在

学
中
の
学
生
・
大
学
院
生
の
皆
様
、
教

職
員
の
皆
様
、
大
学
で
の
新
し
い
生
活

に
は
も
う
慣
れ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
で
、
今
ま
で
と
は
異

な
る
新
た
な
人
間
関
係
の
悩
み
、
勉
学

上
や
職
務
上
で
の
不
安
が
生
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
人
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。徳

島
大
学
に
在
籍
さ
れ
る
皆
様
及
び

保
護
者
の
方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
る
の
が
総
合
相

談
部
門
で
す
。
総
合
相
談
部
門
を
利
用

さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
電
話
や
メ
ー
ル

で
連
絡
、
も
し
く
は
直
接
総
合
相
談
部

門
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、

イ
ン
テ
ー
カ
ー
が
簡
単
に
相
談
内
容
と

都
合
の
合
う
日
程
を
伺
っ
て
か
ら
臨
床

心
理
士
の
資
格
を
持
つ
専
任
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
日
程
の
調
整
後
、
相
談
の
予
約

を
お
取
り
し
ま
す
。

皆
様
は
イ
ン
テ
ー
カ
ー
と
い
う
言
葉

を
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
テ
ー
カ
ー
と
は
、
相
談
さ
れ
る

方
々
の
最
初
の
相
談
受
付
窓
口
と
し
て

簡
単
に
相
談
し
た
い
内
容
を
伺
い
、
相

談
予
約
の
日
程
調
整
や
担
当
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
専
門
の
先
生
や
部
署
を
ご
紹

介
す
る
役
割
の
人
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
精
神
科
医
、
法
律
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
各
学
部
の
事
務
部
や
総

合
相
談
員
へ
つ
な
い
だ
り
、
関
連
す
る

専
門
機
関
へ
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
内
容
に
関
し
て
は
、
総

合
相
談
部
門
員
に
守
秘
義
務
が
課
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
さ
れ
る
方
の

了
解
な
し
に
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ

保健管理・総合相談センター総合相談部門 部門長

山本 真由美 （やまもと まゆみ）

総合相談部門って
何をするところ?

蔵本地区相談室

常三島地区相談室

総合相談部門のご案内
利用案内
利用時間 月～金 8:30～17:15

常三島地区（教養教育5号館1階）
蔵本地区(蔵本会館2階)

※予約制となっていますので、下記までご連絡ください。
Tel：088-656-7637（常三島・蔵本共通）
E-Mail： hscc.counseling@tokushima-u.ac.jp

　
留
学
さ
れ
て
い
る
学
生
さ
ん
は
授
業
や

単
位
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
機
会
が
あ

れ
ば
留
学
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、単

な
る
語
学
留
学
で
は
な
く
研
究
の
た
め
の

留
学
の
機
会
は
ど
の
よ
う
に
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
・
研
究
に
関
し
て
は
、
現
在
、

諸
外
国
の
82
大
学
と
の
間
に
お
い
て

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

協
定
校
の
う
ち
、
交
換
留
学
が
可
能

な
大
学
に
つ
い
て
、
12
か
月
を
限
度

と
し
て
派
遣
す
る
短
期
海
外
留
学
制

度
が
あ
り
ま
す
。
留
学
先
大
学
に
お

い
て
教
育
を
受
け
取
得
し
た
単
位
及

び
研
究
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に

よ
り
卒
業
又
は
修
了
要
件
の
単
位
等

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

研
究
留
学
の
機
会
に
つ
い
て
は
、

指
導
教
員
等
か
ら
の
情
報
や
、
こ
の

ほ
か
に
も
、
官
民
協
働
海
外
留
学

支
援
制
度
「
〜
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム

〜
」
等
多
様
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
国
際
セ
ン

タ
ー
・
国
際
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


